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自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
推

進
し
て
い
く
な
ら
ば
、
本
市
に

お
こ
り
得
る
災
害
の
怖
さ
を
知

る
自
助
の
啓
発
こ
そ
、
そ
の
基

盤
と
な
り
、
土
台
を
整
え
る
こ

と
に
な
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

⑴
　
①
自
主
防
災
組
織
の
設
立

状
況
、
②
耐
震
診
断
の
対
象
戸

数
、
③
耐
震
診
断
実
施
件
数
、

④
耐
震
改
修
実
施
件
数
は
。

⑵
　
耐
震
診
断
、
改
修
に
至
ら

な
い
理
由
は
。

⑶
　
家
具
転
倒
防
止
対
策
、
ガ

ラ
ス
の
飛
散
防
止
対
策
の
現

状
、
今
後
の
周
知
に
つ
い
て
。

⑷
　
市
庁
舎
を
は
じ
め
保
育

所
、
小
・
中
学
校
な
ど
全
て
の

公
共
施
設
に
お
い
て
、
書
棚
や

家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
対
策
の

状
況
に
つ
い
て
、
ま
た
全
職
員

の
取
り
組
み
は
徹
底
を
さ
れ
て

い
る
の
か
。

⑸
　
民
間
の
建
物
も
含
め
指
定

し
た
津
波
・
高
潮
一
時
避
難
場

所
の
収
容
人
数
の
総
数
は
。

⑹
　
冠
水
浸
水
の
危
険
が
起
こ

る
雨
量
は
ど
の
く
ら
い
か
。
市

内
の
河
川
で
、
本
市
で
降
ら
な

く
て
も
、
上
流
域
で
注
意
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
域
は
。

⑺
　
本
市
に
お
け
る
自
主
防
災

組
織
の
設
立
や
育
成
支
援
の
現

状
と
認
識
、
今
後
の
対
応
は
。

⑻
　
26
年
度
版
の
防
災
白
書
で

は
公
助
に
よ
る
情
報
の
発
信

は
、
防
災
活
動
の
活
性
化
に
特

に
必
要
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
災
害
記
録
資
料
を
は
じ
め
、

書
籍
や
防
災
ツ
ー
ル
を
必
要
に

応
じ
て
貸
し
出
し
を
す
る
、
弥

富
市
防
災
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
設

置
を
再
度
提
案
す
る
。

⑼
　
災
害
時
に
単
独
で
避
難
行

動
が
困
難
な
方
や
、
防
災
意
識

の
低
い
防
災
弱
者
な
ど
、
災
害

時
要
援
護
者
へ
の
対
応
は
、
福

祉
部
局
と
の
連
携
の
下
、
活
き

た
防
災
組
織
の
構
築
が
欠
か
せ

な
い
。
市
の
認
識
と
対
応
は
。

⑽
　
事
前
の
防
災
訓
練
か
ら
要

援
護
者
対
策
、
安
否
確
認
、
避

難
支
援
、
避
難
所
運
営
な
ど
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
も
含

め
、
地
域
で
の
防
災
計
画
が
不

可
欠
で
あ
る
。
自
主
防
災
活
動

の
目
指
す
べ
き
一
つ
の
形
と
し

て
、
市
と
し
て
も
地
区
防
災
計

画
の
概
要
を
作
成
し
、
推
進
を

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

⑾
　
こ
れ
ま
で
の
質
疑
を
通

し
、
市
長
の
見
解
を
尋
ね
る
。

　
　

危
機
管
理
課
長

⑴　

①
72
地
区
中
57
団
体
、
②

３
千
300
戸
、
③
357
件
、
④
23
件
。

⑵　

改
修
費
が
高
額
に
な
る
こ

と
か
ら
躊
躇
さ
れ
て
い
る
。

⑶　

減
災
効
果
と
し
て
重
要
で

あ
る
。
安
心
な
生
活
環
境
を
目

的
と
し
て
、
高
齢
者
を
対
象
に

家
具
転
倒
防
止
補
助
を
実
施
し

て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
家
具
固

定
、
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
に
つ

い
て
は
各
家
庭
で
の
対
応
を
お

願
い
し
た
い
。

⑷　

各
施
設
の
状
況
に
応
じ
て

対
応
し
て
い
る
が
、
根
本
的
な

対
策
に
な
っ
て
い
な
い
。
今
後

は
職
員
全
体
で
取
り
組
む
。

　

来
年
度
、
保
育
所
か
ら
予
算

化
し
、
家
具
等
の
転
倒
防
止
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

⑸　

現
在
42
カ
所
指
定
し
、
１

人
当
た
り
１
平
方
メ
ー
ト
ル
、

４
万
７
千
300
人
、
約
106
％
と

な
っ
て
い
る
。

⑹　

浸
水
の
危
険
が
起
こ
る
雨

量
は
３
日
間
連
続
雨
量
336
ミ

リ
、
こ
れ
は
ピ
ー
ク
時
で
時
間

当
た
り
54
ミ
リ
。

　

大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、

予
備
排
水
を
行
い
、
排
水
路
の

水
位
を
下
げ
、
冠
水
な
ど
の
被

害
を
未
然
に
防
止
す
る
対
策
を

し
て
い
る
。

　

上
流
域
で
は
愛
西
市
を
は
じ

め
日
光
川
流
域
全
体
で
の
雨
の

降
り
方
に
も
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
。

⑺　

出
前
講
座
な
ど
を
実
施

し
、
啓
発
に
努
め
て
い
る
。
活

動
の
支
援
と
し
て
は
、
防
災
訓

練
な
ど
の
活
動
費
や
資
材
購
入

費
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
防
災
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
の
実
施
を
計
画

し
て
お
り
、
地
域
防
災
力
の
底

上
げ
を
図
っ
て
い
く
。

⑻　

ま
ず
は
防
災
関
係
の
資
料

収
集
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
。

⑼　

避
難
行
動
、
要
支
援
者
名

簿
情
報
の
保
管
や
管
理
な
ど
、

個
人
情
報
保
護
に
十
分
配
慮

し
、
地
域
の
自
主
防
災
会
と
連

絡
を
と
り
な
が
ら
進
め
て
い

く
。

⑽　

防
災
・
減
災
の
視
点
を
取

り
入
れ
、
地
震
に
強
い
安
全
な

ま
ち
を
目
指
し
、
自
主
防
災
会

と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

市
長

⑾　

来
年
は
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
５
年
が
経
過
す
る
。

　

本
市
は
合
併
し
て
10
年
を
迎

え
る
が
、
そ
の
記
念
事
業
の
中

に
市
民
全
体
で
取
り
組
む
防
災

訓
練
を
計
画
し
て
い
る
。

　

防
災
上
、
大
変
厳
し
い
環
境

に
あ
る
弥
富
市
だ
が
、
災
害
を

風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
い
ま

一
度
災
害
に
対
し
て
向
き
合
う

必
要
が
あ
る
。
市
民
と
と
も
に

災
害
に
強
い
街
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

問

市
民
と
と
も
に
災
害
に

強
い
街
づ
く
り
に
取
り
組
む

答

答

堀
岡 

敏
喜

公
明
党

議
員

自
主
防
災
組
織
の
設
立
推
進
に
怖
さ

自
主
防
災
組
織
の
設
立
推
進
に
怖
さ

を
偏
見
な
く
知
る
自
助
の
啓
発
を

を
偏
見
な
く
知
る
自
助
の
啓
発
を


